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1　は　じ　め　に

ムギダニは古くからム半の害虫として知られていたが，

近年では島根県で秋冬野菜に被害が生じたという報告2）が

ある。また，栃木県那碩地方では10年はど軌永年草地で

春に多発したことが知られていたが，1989年3月デントコー

ン後作のイタリアンライグラスで異常発生しているのが確

認されている3）。

このムギダニは温帯地方に広く分布が認められ，その生

態は夏の間は卵で休眠状態で過ごし，晩秋にふ化し春まで

活動し，この間2世代くらい経過する。体長は0．15－0．90

mmと小さく活動性に富み，成虫の体色は暗緑色で足は暗赤

紫色を呈している。冬期に草地に山現し，作物を吸汗して

被害を与える1㌧宮城県では1989年3月24日に宮城県畜産

試験場の混播牧草地で，初めてムギダニによる飼料作物へ

の被害を確認した。

そこで県内におけるムギダニの発生状況と試験場圃場で

の被害状況を調査し，薬剤散布による防除法について検討

を行った。

2　調査方法及び防除方法

県内のムギダニ発生状況を把握するため4月上旬に牧草・

飼料作物を対象にムギダニの発生面積，飼料作物の作付体

系．被害程度を調査した。また，試験場内ムギダニ発生圃

場の収星調査を行い，発生前の過去3年間の平均収星と比

較した。

防除については．3月30日ダイアジノン乳剤1000倍液を

10a当り100ゼをブームスプレイヤーで全面散布し，5月30

【］一番草刈脚寺における牧草地の被度＼輩丈，生草収蜃等

について無散布区と比較した。

3　試験結果及び考案

宮城県におけるムギダニの発生実態調査結果では，県内

14農業改良普及所のうち8普及所から発生報告があった。

これによると25か所の牧草地・飼料畑で発生がみられ，そ

の発生面積は172haであった。作付体系別では草地20か所．

内訳はオーチャードグラス主体混描牧草16か所，イタリア

ンライグラスl三体混播牧草4か所であった。飼料畑は5か

所で，イタリアンライグラス単播2か所，ライ麦単播3か

所であった。牧草・飼料作物の被害程度は，株全体枯れ

（甚）4ha．葉先褐変（多）11ha，作物に被害は見られな

いがムギダニ発生（小）157haで，発生面積のほとんどは

オーチャードグラス＿］二体混播牧草地が占めていた。このよ

うに本県では広い地域でムギダニが発生していることが確

認された。また一郎圃場では被害程度からみてムギダニが

多発生していることが推察された。

表1　宮城県におけるムギダニの発生状況
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（4月1二句凋査）
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これまで本掛こおいてムギダニの被害が確認されなかっ

たのは飼料作物の害虫としてなじみが薄かったこと　発生

時期が10月下旬から翌春4月下旬まで．薄暮から俊活動す

るため直接肉眼で確認されにくかったこと，またその被害

は寒雪害や霜柱による浮き根のための枯れ上りなどとして
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見逃されていたためと推察された。

試験場のムギダニ発生圃場の乾草収垣について過去3年

間の収量と比較すると，一番草の収量は32－85％．年間収

量で65～80％とムギダニによる被害は大きいことが認めら

れた。なお，三番草の収量が高かったのは前半の生育抑制

の代償として生育が高まったものと推察された。

薬剤散布による防除については，薬剤散布によりムギダ

ニの成虫は死滅し，一番草刈取時では薬剤散布区は無散布

裏2　宮城畜試場内ムギダニ発生圃場の乾草収量

（10a当りkg）

圃場名 3 － 2 号 10 － 2 号

年　 次 1989　 平均　 対比 1989　 平均　 対比

一番草 235．3　 276．3　　 8 5 164．7　 508．1　 32

二番草 190．6　 291．9　　 65 250 ．0　 22 1．9　 113

三番草 112．5　 107．1 105 84 ．7　　 67．7　 125

計 538．7　 6 75 ．3　　 8 0 499 ．4　 797．7　　 63

注．平均：1986～一組年の3か年平均乾草収量

表3　－番草刈取り時における薬散効果

区に比較し一番草の草丈は102％，生草収量では130％と高

く，雑草東員は低くなった。また，牧草被度は各章種とも

薬剤散布区が高く，雑草披度及び裸地率については薬剤散

布区が低くなった。しかし，ムギダニの付着が多かったオー

チャードグラスの披度は両区とも前植生に比べ激減してい

た。ムギダニの発生圃場への殺虫剤の散布は牧草の減収を

防ぐのに有効であることが推察された。しかし，この時期

の散布では特にオーチャードグラスの株枯れは相当進んで

おり，裸地化した部分への雑草侵入は薬剤散布区でも顕著

なことから．ムギダニとその被害の早期発見による早期防

除の検討が必要であると思われた。

牧草・飼料作物に大きな被害を与えるムギダニの異常発

生の要因の一つとして気象要因が考えられ，当試験場での

ムギダニのふ化時期の1988年10月下旬から11月中旬の降水

軌は平年の半分以下と極端に少なく，厳冬期の1月から2

月にかけて平均気温は1．9℃と暖冬であったことがあげら

れる。このような気象が2年連続したことがムギダニの異

常発生と関連があるものと思われる。

（5月30日調査）

被　　　　 度　　　　 率
草丈

（I r ）

（C皿）

牧　　　　　 草　 （％） l 雑草

】（％）
裸地

（％）O g　　 I r　　 P r　　 W c　　 小計

生　　草　　収　　量

区　　分
全章重 対比

（kg／a） （％）

1 1．2　　 44．6　　 0．9　　 6．1　　 6 2．8 13．3 2 3．9 7 5．0 2 6 0　　　 ユ30

1 5・6　　 38・3　　 0・1　 3．4　　 47 ．4 1 6．3 3 6 ．7 7 3．5 2 0 0　　 10 0

う　ち　雑草
雑草垂　比率

（kg／a）（％）

散布区

無散布区
29．8　　11．5

25．2　　12．6

注．Og：オーチャードグラスIr：イタリアンライグラス　Pr：ペレニアJL／ライグラス　Wc：シロクローバ

4　ま　　と　　め

宮城県内の牧草地・飼料畑においてムギダニは各地域で

発生がみられ，永年牧草やイタリアンライグラス，ライ麦

の越冬飼料作物で確認された。作物への披害として株全体

枯れ上りや葉先枯れ等が認められた。宮城県畜産試験場内

のムギダニ異常発生した永年牧草地の年間収星は平年の63

～80％で一番草収娘の減少が大きかった。薬剤散布による

防除では，無散和こ比べ一番草収量で130％で，雑草の侵

人及び裸地も少なく効果が認められた。
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